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小愼孝二郎
　再びLeonidsの出現即iが來た．躍層の貧弱な出現から推して，本年の1規
測を悲親的に見る事は時期爾早である．前回の例もある事だから昨年或ぴは
一昨年以下の出現程度と見ることは必ずしも出來ない．こN二三年はまだ槻
測を忽にしてはならないと思ふ．
　本年の観測のプログラムは先づ昨年度通りでやっていたy’きたい．幸ひ極
大期は新月の時期に相擁してみるので，咋年の如き月の邪魔のないのが實に
有難い．各日の出現歌況，極大日時の程度，は云はすもがな，四重観測も望
遠鏡的槻測も，亦痕の警察もやっていたぐきたい．
　咋年度の成績から推して，注意すべき黙は少しとしないが，其の二三を蓮
べて華墨に供したい．第一は槻測網の不備であった事である．昨年は極大前
の敷個の観測の不完全であったことは雫はれぬ事實である．三尊や朝鮮満洲
の會員には是非御援助を願ひたいものである．次に極大時の出現について週
期的な七化をみとめたのであるが，これを確定的のものにしたい事から6人
位一組になって全天に於けるLeonidsを見逃さぬ様，遺漏なきCOUI柚19を
ぜぴやっていたY“きたい事である．全國の観測者がみとめた出現の極大時刻
が一致しなければ是認することが出來ないので特に注意を促す次第である。
　爲眞観測は昨年は一個の不完全のものを見たにすぎないが，アメリカやロ
シヤにもかなりの成功を見てみるのであるから本年も篤眞機の所有者はぜひ
やっていたy“きたい・本年8月20日廣主導竹原町の吉野耕氏は観測plt流星爲
眞をこ個得られた．（目下調査中）かやうな事實から適當な工夫をすればかな
り可能性のあるものではなからうかと思ふ．
　輻射瓢の移動も，痕の精細な観察も亦重要である，又昨年のレオニヅ親測
中同一の流星の観測によって實経路を求め得たものは僅かに4個しかなかっ
た事實から，各親測班に於てよく協同せられて，充分の成功を期せられたく
希望するものである．　　　　　　　　　　　　　（1933，10，21．）
